
 

 

                            

 

ソーラーパネルを使った実験場面 

ソーラーパネルのしくみの解説 

2019 年 10 月 26 日発行 第 23 号  

    ワシントン日本語学校  

    校長   森  宏 介 

    
    [ワシントン日本語学校事務局]  

HOT LINE (301)962-7415  
TEL  (301)962-7410   
FAX  (301)962-7411  

 

 

  Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｓｃｈｏｏｌ 

      ワシントン日本語学校  

 

mail:wjls@wjls.org http://www.wjls.org/ 

 

 

問題；次の「  」の中には「き」と発音する漢字がはいります。どんな漢字でしょうか。 

道を「  」く   音楽を「  」く   薬が「  」く   気か「  」く       

 《解答は次号》 

  

 

JAXA特別授業を開催 

10月19日の午後、小学部６年生の生徒を対象にJAXA

特別授業を開催しました。授業者は、JAXA宇宙教育

センター長 佐々木薫様 宇宙教育センターの細畠実

佳様、伊藤祥子様に同行してアメリカを訪問してい

る６名の優秀な学生さんです。 

エネルギー問題や低炭素社会の実現は世界共通の

課題であり、再生可能エネルギーの利用拡大が世界

的に求められています。今回はそのひとつである太

陽光発電に焦点をあて、宇宙空間で多用されるソー

ラーパネルを題材にした授業を実施しました。子ど

もたちは、今や必要不可欠となったその技術に大い

に関心をもったことでしょう。 

この授業の特徴は、聞く授業ではなく参加するこ

とを大切にした授業。ソーラーパネルの長所・短

所、発電効率などについて実験と解説を通して体感

し、科学について考えて話し合うことを経験した子

どもたちは、宇宙について関心を深めるとともに、

大いに興味をそそられたことでしょう。 

このような経験を与えてくださったJAXA宇宙教育

センターの皆様、授業を行った学生の皆様に心より

感謝申し上げます。  

 

当日、授業を担当した学生は以下の方々です。 

〇井上 拓也さん （同志社大学大学院修士２年生） 

〇阿久津壮希さん（東京理科大学学部４年生）  

〇河野 麗さん   （東京大学学部４年生）  

〇竹村 英晃さん  (総合研究大学院大学修士２年生） 

〇田村 匠 さん  (東京工業大学工学院修士２年生） 

〇野村俊一郎さん (東京大学博士２年生） 

http://www.wjls.org/


今回 

中島和子先生 文部科学省濱野清視学官 

 

解答 インクが「付」く    手紙が「着」く    仕事に「就」く 

あかりが「点」く    杖を「突」く 

解説：「付く」には、あるものと他のものが離れない状態になる、あるものが表面に密着するという意味があ

ります。「板に付く」という慣用句がありますが、「板」は板張りの舞台のこと。「付く」は見事に合う

ことを意味します。経験を積んだ役者の芸が舞台にしっくりと調和されていることからこの言葉がで

きたと言われています。「着く」は達する、ある場所を占めるという意味で使います。手紙が着くは、

手紙が自分のもとに達するということを意味しますので、「着く」が正解です。「就く」はある位置に身

を置くという意味で使います。就職を連想すれば間違うことはありません。尖ったものを勢いよく刺

すことを「突く」と言います。 

「つく」という言葉ほど紛らわしいものはないかもしれません。「火」と「つく」の組み合わせで考え

ると、「動作」としては「火を付ける」、その結果現れる状態は「火が着いている」、また、明るくな

る状態を「火が点く」と表現します。日本語ってある意味難しいですね。 

 

 

補習授業校派遣教員研究協議会に参加 

２１日・２２日の両日、カナダトロントで開催され

た補習授業校派遣教員研究協議会に参加しました。

１日目は、文部科学省視学官濱野清先生による行政

説明や海外子女教育振興財団等の関係諸団体による

情報提供に続き、実践発表をもとにした研究協議を

行いました。２日目は、研究協議に加え、バイリンガ

ル教育研究の第一人者である中島和子先生（トロン

ト大学名誉教授）の講演を拝聴しました。 

今回の協議会には、北米・ヨーロッパの補習授業校

から２８名の校長が参加。公式行事を終えた後も、学

校や教師、生徒の状況を踏まえた学校経営全般にか

かる情報を交換するなどして、有意義な時を過ごす

ことができました。 

中島先生の講演から 

〇海外で、家では日本語、学校では英語と、言葉を

使い分ければ自然にバイリンガルが育つと思い

がちだが実際はそうではない。接触が少ない母語

を確立して高度な第二言語を習得するのは非常

に困難であり、親や学校などの教育機関が子ども

の言語教育に意識的に介入して初めて可能にな

るのである。 

〇言語を高度に発達させるためには、学ぶ必然性を

感じさせることが必要である。 

〇日本語の素地を育む幼児期が最も大切である。親

が日本語で毎日ことばをかける、本の読み聞かせ

をする、子どもと話し合う時間をとるなどの努力

が必要である。 

中島和子先生の紹介 

トロント大学名誉教授 

トロント補習校高等部校長 

主な著書 

バイリンガル教育の方法 

他多数 


